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1.はじめに 

 白亜紀マストリヒチアン期(約 7060～6550万年前)は中生代白亜紀の最後の約

500 万年間にあたる時代である．マストリヒチアン期には生物の大量絶滅事変が

生じており，これは白亜紀と古第三紀(中生代と新生代)を境にする大量絶滅事

変として広く知られている．この大量絶滅事変に関して，白亜紀/古第三紀境界

において生じた隕石衝突が原因であるとする仮説が有名である(Alvarez et a

l., 1980)．ただし，マストリヒチアン期には地球規模の寒冷化や海水準の低下,

海洋の循環構造の転換などの大規模な環境変動が生じたことも報告されている

(例えば，Haq et al., 1988; Barrera and Savin, 1999)．これらの環境変動も

生物の衰退･絶滅に大きな影響を与えたと推定される．実際，白亜紀/古第三紀境

界における大量絶滅に先立ち，マストリヒチアン期半ばには中生代型の動物群

を代表する二枚貝類のイノセラムス類や厚歯二枚貝類が絶滅しているが，これ

らは地球規模の寒冷化や海洋構造の転換などによるものと推定されている(例え

ば，Barrera, 1994; MacLeod and Huber, 1996)．以上のことから，白亜紀末

の数百万年間という比較的長い時期の環境変動を詳細に復元することは，白亜

紀末における生物の衰退･絶滅を考察する上で非常に重要である． 

  白亜紀マストリヒチアン期における地球環境の変動についてはこれまで世

界中で数多くの研究がおこなわれてきたが，北太平洋地域は当時最も大きな海

洋であったにもかかわらず，この地域における白亜紀末の古環境変動について

はほとんど明らかになっていない．その理由として，北太平洋地域ではマスト

リヒチアン階の連続的な地層がほとんど残されていないということがあげられ

る．北太平洋地域においてマストリヒチアン期の古環境に関するデータがほと

んど得られていないことは，白亜紀末の環境変動を地球規模で復元する試みに

とって大きな障害となっている． 
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 そこで，本研究では北海道東部厚岸湾の西岸に分布する根室層群仙鳳趾層を

研究対象として，北太平洋地域におけるマストリヒチアン期の炭素安定同位体

比変動を復元した．ここで，研究対象となった仙鳳趾層は，非常に良好で連続

的な露出を示しており，北太平洋地域における数少ないマストリヒチアン階の

連続的な地層である．また，炭素安定同位体比(13C/12C)は広くもちいられている

古環境指標のひとつであり，地球上の炭素循環，特に生物生産などと関係の深

い指標である．なお，本研究では単に北太平洋地域におけるマストリヒチアン

期の炭素安定同位体比変動を明らかにするだけではなく，これまで他地域にお

いておこなわれてきた研究よりもはるかに高い解像度の詳細な炭素安定同位体

比変動を求めることも目的としている．  

 

2.調査地域の地質 

 研究対象である仙鳳趾層は白亜系～古第三系根室層群に属している．根室層

群は北海道東部に分布しており(図 1)，厚岸湖･別寒辺牛湿原の基盤となってい

る地層である．仙鳳趾層は厚岸湾西岸に海食崖として非常に良好な露出を示し

ている(図 2)．仙鳳趾層は泥岩を主体とした地層であり，海底斜面の下部におい

て堆積した地層と推定される． 

 仙鳳趾層は化石の産出は多くないものの，アンモナイト，二枚貝類といった

大型化石や石灰質ナンノ化石，浮遊性有孔虫といった微化石の産出が報告され

ており(図 3)，これらの化石の産出によって仙鳳趾層はマストリヒチアン期に堆

積した地層であることが示唆されている．また，仙鳳趾層の古地磁気層序(注 1)

は，仙鳳趾層がマストリヒチアン期後期にあたる約 6900～6700 万年前に堆積し

たことを示している(仙鳳趾層の古地磁気層序と生層序についての論文は，現在

執筆中)． 
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注 1：地球磁場は過去に何回もその極性が逆転していることが知られている．古地磁気層序学は，

地層中に保存されている磁性鉱物の磁化方向から，その地層がどのような地球磁場の極性変化パ

ターンを記録しているかを明らかにする．この極性変化パターンを，世界中でおこなわれた研究

をもとに作成された極性逆転表と対比することによって，その地層の年代を決定することができ

る． 

 

3.研究手法 

 本研究は仙鳳趾層から採取した 72 点の泥岩試料をもとにおこなった(図 2)．

これらの試料は粉末にしたのち塩酸によって炭酸塩(主に生物の殻などに由来

する)を除去したのち，バルク試料の炭素安定同位体比を測定した．すなわち，

本研究でもとめた炭素安定同位体比は，堆積岩中に含まれる有機物の同位体比

に等しい．また，全試料中 8点の泥岩試料については，フッ酸をもちいて泥岩

中の有機物を抽出し，泥岩中の有機物組成を明らかにするために顕微鏡下で観

察した．さらに，有機物の続成の程度を評価するために，抽出した有機物の元

素分析をおこない，H/C 比をもとめた． 

 

4.結果と考察 

仙鳳趾層の泥岩中に含まれる有機物の H/C 比は 0.51～0.89 の間の値を示した．

これはビトリナイト反射率に換算すると 0.3～3.3％に相当する．このことから，

仙鳳趾層の泥岩は有機物の炭素安定同位体比の値に影響を与えるような強い続

成作用を受けていなく，初生的な値を保持していると考えられる． 

仙鳳趾層の泥岩中に含まれる有機物の組成は陸上高等植物由来の物質(木片

および蛍光特性をもたない不定形物質)が卓越することが明らかになった．この
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ことから，本研究で測定した炭素安定同位体比は，当時の大気CO2の炭素安定同

位体比を反映していると考えられる． 

 本研究で測定した試料の炭素安定同位体比は-26.25‰～-24.35‰の間の値を

示し，その変動曲線は特徴的な傾向を示した(図 4)．特に古地磁気の極性クロン

Ｃ31ｎ/Ｃ30ｒ境界(約6770万年前)において約1‰の正のスパイクを示すことが

大きな特徴としてあげられる． 

 仙鳳趾層から得られた炭素安定同位体比曲線と他地域のセクションから得ら

れた曲線とを対比したものを図 5,6 に示す．仙鳳趾層の炭素安定同位体比曲線

は極性クロンＣ31ｎ/Ｃ30ｒ境界における短期間のイベントである約 1‰の正の

スパイクを除いて，ほぼ一定の値を示す．これは，他地域の同時代における炭

素安定同位体比曲線の傾向と調和的である．一方で，極性クロンＣ31ｎ/Ｃ30ｒ

境界における約 1‰の正のスパイクはこれまでの研究では報告されていない．こ

れは，先行研究の解像度がこの短期間のイベントを感知するほどには高くなか

ったためであると考えられる(図 6)．このスパイクを引き起こした原因について

は，例えば，何らかの環境変動によって海洋表層の一次生産量が一時的に増加

したことで海洋表層の12Cが選択的に取り除かれ，その結果大気－海洋表層系のC

O2の炭素安定同位体比(13C/12C)が正にシフトした，という仮説が考えられる．た

だし，この炭素安定同位体比のスパイクが全球規模で引き起こされたものであ

るかということや，このスパイクを引き起こした原因については他地域での研

究も含めて今後さらなる研究が必要である． 

 

5.まとめ 

本研究では，北海道東部厚岸湾の西岸に分布する根室層群仙鳳趾層を研究対

象として，白亜紀マストリヒチアン期の炭素安定同位体比変動を明らかにした．
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本研究によって，これまでほとんど明らかになっていなかった北太平洋地域に

おけるマストリヒチアン期の詳細な炭素安定同位体比変動が明らかになった．

また，本研究によって，これまでの先行研究では報告されていなかった炭素安

定同位体比の 1‰の正のスパイクを発見することができた．これらのデータは今

後，白亜紀末の環境変動を全世界規模で復元する試みに対して大きな貢献を果

たすことが期待される． 
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